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論文内容の要旨
本論文は、鉄鋼の連続鋳造における生産性の向上、鋳片の品質向上、操業トラブル防止、自動化、機械化等を図る
ための計測装置およびシステムを開発し、実プラントへの適用を通してその有効性を示した結果をまとめたもので、
6 章から構成されている。
第 1 章では、鉄鋼生産における連続鋳造の現状、連続鋳造法の特徴、研究の対象となる連続鋳造プロセス、連続鋳
造プロセスにおける課題、その課題への対策など、本研究の目的と課題について述べている。
第 2 章では、鋳片品質向上や操業トラブ、ル防止のために開発した、レードルからタンディッシュへの溶鋼注入末期
時のスラグ流出を検知する光学方式スラグ流出検知装置の開発について述べ、実機への適用結果を通してその有効性
を明らかにしている。
第 3 章では、鋳片品質向上、操業トラブル防止、高速鋳造による生産性向上に大きな影響を及ぼすパウダー粘度、
結晶析出開始温度、凝固温度を計測するパウダー粘度計の開発・実用化について述べている。測定値の評価を実機の
パウダーを用いて行い、粘度と結品析出開始温度を適切に管理することで鋳片品質の安定や操業トラブル防止を図れ
ることを明らかにしている。本粘度計はパウダーの受入検査や操業条件に適合した最適パウダーの選択、パウダー開
発に活用され、鋳片品質の向上、ブレークアウト等の操業異常防止においてその有効性が確認されている。
第4 章では、鋳片品質に大きな影響を及ぼす二次冷却帯のロール群をマシン管理する指標となる①ロール間隔、②
ロールアライメント、③ロール回転を診断するロール測定診断装置の開発・実用化について述べている。本装置を実
機に適用し、高精度測定、良好な操作性、高頻度測定、操業時間に制約を及ぼさないこと、良好な測定再現性、実際
のロール間隔・曲がり・アライメント回転異常との対応、長期耐久性などを明らかにしている。本ロール測定診断装
置は、鉄鋼の連続鋳造機のロール間隔・アライメント・回転測定診断装置の実用機として安定操業および製造鋳片の
表面・内部の高品質性の確保に貢献しており、その有効性が確認されている。
第 5 章では、鋳片品質に大きな影響を及ぼす二次冷却帯のスプレー異常を診断する音響方式スプレーノズル診断装
置の開発・実用化について述べている。本スプレーチェッカーを実機に適用し、良好な測定再現性、本判定結果と実
際のスプレー異常との対応、耐久性を明らかにしている。本スプレーチェッカーは、鉄鋼の連続鋳造における実用機
として安定操業と製造鋳片の表面・内部の高品質性の確保に貢献しており、その有効性が確認されている。
第 6 章は結論で、本研究で得られた成果を総括している。
論文審査の結果の要旨
鉄鋼の連続鋳造においては、製造鋳片の品質向上、高速鋳造や操業トラブル防止による生産性の向上、各種計測の
機械化と自動化が求められている。本論文は、高温・高湿の雰囲気で、粉塵が多く、冷却水も大量に使用するという
極めて悪環境である鉄鋼の連続鋳造プロセスにおいて、これらの要求を満足させるための高精度かっ耐久性を兼ね備
えた計測手段・方法を提案し、実プラントへの適用を通してそれらの有効性を示したものである。本研究で得られた
成果を要約すると次の通りである。
(1) 鉄鋼の連続鋳造プロセスのレードルからタンディッシュへの溶鋼注入において、溶鋼の酸化による品質の低下を
防止し、また、スラグ流出による介在物を低減するため、レードル溶鋼の注入末期時のスラグ流出を見逃すことな
く検知するという要求に対して、溶鋼とスラグの光量の差に着目した光学方式スラグ流出検知方法を提案している。
実機に適用した結果、高感度にスラグの流出を検知可能で、検出率に優れ、操作性も良好であるということが確認
され、その有効性を示している。
(2) 連続鋳造プロセスで製造される鋳片の表面品質に大きな影響を及ぼす鋳型での初期凝固において、水冷された鋳
型銅板と溶鋼聞に流れ込み、鋳型・溶鋼聞の熱、伝達媒体・潤滑材としての役割を果たすパウダーの融体の状態を高
精度に把握する振動片方式粘度測定器を開発している。パワダ}粘度計を実機に適用した結果、粘度と結晶析出開
始温度を適切に管理することで鋳片品質の安定や操業トラブル防止を図れることが確認され、本研究で提案した振
動片方式パウダー粘度計が有用であることが示されている。
(3) 連続鋳造プロセスで製造される鋳片の内部品質、繰業トラブル防止、高速鋳造による生産性向上に大きな影響を
及ぼす二次冷却帯のロール群を管理する指標となる①ロール間隔、②ロールアライメント、③ロール回転を高精度
かっ高頻度に診断可能で、損業時間に制約を及ぼさず、操作性に優れるダミーパー組込方式のロール測定診断装置
を提案している。実機に適用した結果、高精度測定、良好な操作性、高頻度測定、操業時間に制約を及ぼさないこ
と、測定再現性、実際のローノレ間隔・曲がり・アライメント・回転異常との対応、長期耐久性、異常発生の早期検
出、迅速対応が可能であることが確認され、安定操業と製造鋳片の表面・内部の高品質の確保において有用性を確
かめている。
(4) 連続鋳造プロセスにおいて、鋳片品質向上、授業トラフ、ル防止、高速鋳造による生産性向上に大きな影響を及ぼ
す二次冷却帯のスプレー群のスプレー異常診断に対して、音響方式スプレーノズル診断装置を提案している。本ス
プレーチェッカーを実機に適用し、その結果、良好な測定再現性、本装置による判定結果と実際のスプレー異常と
の対応、耐久性およびスプレーノズル詰まり、配管の詰まり、スプレー水の分布、配管の曲がり等様々な原因によ
るスプレー異常を検出することが可能であることが確認され、安定操業と製造鋳片の表面・内部の高品質の確保に
おいて有用であることを示している。
以上のように本論文は、鉄鋼の連続鋳造フ。ロセスにおける製造鋳片の品質向上、高速鋳造や操業トラブノレ防止によ
る生産性向上、自動化、機械化等に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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